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2026・５・２７ 
第 5 回こどものケアニーズに応じた支援の在り方に関する専門委員会 事前提出資料 
                       社会福祉法人麦の子会 北川聡子 
家庭養護としての里親・ファミリーホームについて 
― こどものケアニーズに応じた支援の在り方を踏まえて ― 
ファミリーホームは、愛情ある家庭を必要としているこどもたちに対し、安全で思いやり
のある家庭的環境を提供する「暮らしの場」です。 
こども一人ひとりのアタッチメント形成やパーマネンシーを大切にし、その子その子の発
達ニーズやケアニーズに応じた養育を行うことを目指しています。 
 
１．家庭養護としての専門性の位置づけについて 
2 年前にファミリーホームに個別対応職員加算が創設されたことで、家庭養護が実質的に
専門性を伴う「職業的な家庭養育」として位置づけられるようになりました。 
そのため、今後のファミリーホームには、複雑化するこどものケアニーズに寄り添いなが
ら、家庭養育の専門的役割を果たしていくことが求められていると考えます。 
 
２．ファミリーホームの質を担保するアセスメントと資格要件について 
専門的な家庭養護を推進していくためには、ファミリーホーム開設時のアセスメント基準
を整備し、養育者の資格要件や専門性の水準を高めていく必要があると考えます。 
 
３．登録前研修・トレーニングの充実について 
専門的で安心できる家庭養護の担い手となるためには、十分な研修やトレーニングが不可
欠です。特に、ファミリーホーム登録前の研修の充実が必要であり、海外ではフランスの
ようにすべての里親は 100 時間以上の基礎研修に加え、420 時間の専門研修が行われてい
る例もあります。日本においても、継続的・実践的な研修制度の構築が望まれます。 
研修を通して親子を悪者にしない人権意識を持ち、多職種と連携したチーム養育を実践で
きることも大切であると思います。 
 
４．家庭養護は「チーム養育」であること 
家庭養護は、家庭の中の養育者だけで完結するものではなく、「チーム養育」の人油井があ
ります。児童相談所、里親支援センター、フォスタリング機関等と連携しながら、研修の
更新、定期的なスーパービジョン、事例検討などを継続的に行う仕組みが必要です。 
 
５．ケアニーズに応じた養育人数・制度設計について 
現在のファミリーホームは、5～6 人の委託児童を措置費では 3 人（常勤 2 人非常勤 2 人）
の大人で養育している状況が多くあります。しかし、障害のあるこども、トラウマや逆境
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体験のあるこども、思春期以降のケアニーズの高いこどもたちに対して、丁寧な関わりや
アタッチメントの再形成を行うためには、現行の人数設定では十分なケアが難しい場合が
あります。 
特に、ケアニーズの高いこどもたちに応じた養育を行うためには、6 人のこどもを同時に
養育する体制では、一人ひとりの心に沿ったケアが難しくなることがありまそのうえで。 
そのため、4 人の委託児童で、運営できる制度設計が必要であると考えます。 
「今ある制度に合わせてこどもを育てる」ではなく、こどものケアニーズに応じた家庭養
護体制を整えていくことが重要です。 
 
６．乳児に特化したファミリーホームについて 
社会的養護を必要とする乳児期のこどもに対して、家庭的環境の中で愛着形成を図ること
は、その後の人生において極めて重要です。現在、日本ファミリーホーム協議会では、児
童相談所の理解のもと、3 人の乳児を養育する 2 軒のファミリーホームをモデル的に実践
しています。 
乳児期のこどもには、「今慰めでほしい。怖い」「親密さを求めたい」と感じた時すぐ抱き
しめ、応答し、安心感を積み重ねていく丁寧な関わりが必要です。 
そのような関わりによって、人生の基本的安心感・自信・自己価値感の芽生えが生まれま
す。このような乳児期のこどものための手厚い家庭養護の仕組みは、今後さらに必要にな
ってくるのではないでしょうか。 
また、養育者に守られた安心感は、その後の里親委託や養子縁組里親への移行を支える土
台にもなり、実親を支える協働養育にもつながります。 
さらに、ファミリーホームでは面会も可能であり、移行時丁寧な関わりを重ねることで、
安心できる関係性の広がりにもつながります。また、地域の一般家庭であるため、移行後
もこどもが気軽に訪れることができ、継続的な安心感を支えることにもつながります。 
このように、乳児・医療的ケア児などこどものニーズに合わせて、こどもの人数・職員の
配置など可能になる新たなファミリーホームの展開が必要です。 
 
７．地域における家庭養育のハブ機能について 
里親は、こどものいろいろな事に出会います。そんな時は、回復する力、忍耐すること、
こどもに合わせる柔軟性、創造性、学びつつける姿勢、楽しさ・ユーモア、チームとして
協力する力などが必要ですが、簡単に、一人でできることではありません。 
そのために、ファミリーホームは、家庭養育・里親当事者として、地域における家庭養育
のハブ機能を担い、里親ピアグループ、里子レスパイト、他の里親へのメンター・伴走支
援などを通じて、里親当事者としてコミュニティでの家庭養護の核となるような役割を担
うことも求められると考えます。 
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８．情報共有とパートナーシップについて 
これまで、家庭養育・里親に対して十分なこどもの情報共有が行われない場合もありまし
た。しかし今後は、こどもの養育に必要な情報提供を適切に行い、児童相談所のケース検
討会議等にも養育者が参加できる仕組みが必要であると考えます。 
家庭養育を担う里親やファミリーホームが、児童相談所やフォスタリング機関と「同じテ
ーブル」につき、パートナーシップのもとでこどもを支えていく体制が重要です。 
 
９．職業里親・里親手当の在り方について 
こどものケアニーズが複雑化する中、里親やファミリーホームがこどもに丁寧に寄り添っ
ていくためには、従来の養育里親制度を大切にしながら、制度をさらに発展させていく必
要があります。 
その一つとして、職業里親（専門職里親）の位置づけまたは、イギリスなどのように養育
に専念できる十分な里親手当の検討が必要であると考えます。 
これまで、児童保護という極めて重要な役割を担っているにもかかわらず、里親の社会的
地位や専門性の位置づけは曖昧であった面があります。 
今後は、こどものケアニーズに応えるための家庭養護としての専門的な研修制度の整備
と、里親制度そのものの見直しが必要です。また、親子を悪者にしない人権意識を持ち、
多様な関係機関とパートナーシップを築きながらチーム養育を行うことが、これからの里
親・ファミリーホームの重要な在り方であると考えます。 
 


